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ねりまワインプロジェクト

食農文化のまち練馬
～ALL練馬でワインづくり～

団体facebook



氏 名 所 属 など

代表 越後屋 美和 東京ワイナリー

堀 将人 東京野菜普及協会

高野 宰 Chinese Tapas Hachi

高野 律 同上

海野 真幸 NPO法人自然工房めばえ

協力農家 白石 好孝、井口 和喜、関口 俊一、
加藤 晴久、加藤 直正、山口 卓、
瀧島 信彦

プロフェショナルリーダー
養成講座講師

横町 崇
中山 喜一郎

プロフェッショナル
リーダー養成講座受講生

第１期、第２期 計50名

ねりまワインプロジェクト
ファームメイト

練馬区民 403名
練馬区外 159名 計562名

兼務職員 赤沢 大希 人材育成課職場環境係

兼務職員 伊藤 佑里恵 生活衛生課環境衛生監視担当係

メンバー一覧
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事業目的

３年間の到達目標

⑴ “地産地消だから”ではなく”美味しいから“選ぶ、
クオリティの高い「地域ブランドワイン」の開発

⑵ 農家、加工品生産者、飲食店等を巻き込んだ活動で、
練馬を「食農文化のまち」として内外にＰＲ！

⑴ 練馬産地域ブランドワインを新たに開発

⑵ 区民の参加と協働で、練馬が誇る地域ブランドを育てる！
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前年度までの取り組み結果

①協力農家および農地の確保・拡大

②サポーターの募集

・ワイン用ぶどうを植える農地の確保および拡大に向け、チラシ等の活用による農家への活動周知

・プロジェクト開始時 ４農家 ⇒ 平成31年３月 ６農家

・「ねりまワインプロジェクト」のFacebookを開設（平成30年10月～）

・プロジェクトの活動に賛同し、一緒に活動してくれるサポーター「ファームメイト」を募集

（平成30年12月～）

◆「ファームメイト」（登録無料）
⇒ プロジェクトの活動を応援してもらうサポーターで、農作業体験、醸造体験、

イベントへの参加などを通して、練馬の農業に触れあってもらう。
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令和元年度当初の事業計画

②ファームメイト活動の充実
・ファームメイト向けイベントの実施

③ 都市農業の魅力発信
・世界都市農業サミットでのPR活動

・Facebookを活用した情報発信、区報への掲載、募集チラシの配布

①安定的な事業運営に向けた仕組みづくり
・農地の確保および拡大

・ワイン用ぶどう栽培における担い手の育成

④ 練馬産地域ブランドワインづくり

・「ねりまワイン2019」の完成
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令和元年度実際の事業進行

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月

①事業運営

②ファームメイト

③魅力発信

④ワインづくり

ぶどう畑の確保

プロフェッショナルリーダー養成講座（第一期） 第二期開始

ぶどう畑の維持・管理

区報掲載 募集チラシ配布（随時）

Facebook発信（随時）

自社畑の獲得

ファームメイト向けイベントの実施（月１回のペースで実施）

世界都市農業サミット

ラベル貼り
瓶詰作業

ワイン完成ラベル作成
ぶどうの収穫

ワインの醸造 ワイン熟成

６



① 安定的な事業運営に向けた仕組みづくり

令和元年度の取り組み結果（１）

（１）農地の確保および拡大

・ぶどう畑の数：７か所（11品種、約450本の苗）

・東京ワイナリーが、耕作されていない農地（1,710㎡）

を所有者から賃貸借契約し、自社ぶどう畑としての

活用を開始

☞令和4年以降、約2,000～3,000ｋｇ（ワイン換算

約2,000～3,000本）のぶどうの収穫を目指す
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令和元年度の取り組み結果（１）

（２）ワイン用ぶどうの栽培における担い手の育成

・第一期プロフェッショナルリーダー養成講座を開始（有料）

・平成31年３月から９月まで全７回（平日・土曜コースの２コース）

・平日コースと土曜日コースを合わせて、30名受講

①安定的な事業運営に向けた仕組みづくり

◆「プロフェッショナルリーダー養成講座受講生（プロメンバー）」
⇒ 畑の管理に参加しながら、ぶどう栽培やワイン醸造に関する知識と技術を学び、

講座終了後もファームメイトの活動やぶどう畑の管理をサポートする役割を担う

ファーム
メイト

プロメンバー

成 果
自社畑の確保
人材育成の土台となる仕組み
ができた
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令和元年度の取り組み結果（２）

②ファームメイト活動の充実

（１）ファームメイト向けイベントの実施

実施月 イベント内容

６月 ファームメイト交流会セミナー

７月 傘紙かけ体験

８月 ワイン講座

９月 収穫・醸造体験

10月 ラベルデザインの募集

11月 大泉地域まちあるき

２月 瓶詰め・ラベル貼り体験

成 果 ワインづくりや都市農業に触れる機会を提供
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令和元年度の取り組み結果（３）

③都市農業の魅力発信

（１）世界都市農業サミットへの出店

日時：12月１日（日）10時～15時

場所：平成つつじ公園

◎出店内容

１、ホットワインの販売

２、ワインコルクを使ったコルクアートのワークショップ

３、プロジェクトの活動を映像やパネルで紹介、募集チラシの配布

※企画・実施はプロメンバーが担当

☞ねりまワインプロジェクト独自でブースを出店
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令和元年度の取り組み結果（３）

③都市農業の魅力発信

（２）活動内容の情報発信

・区報への掲載および募集チラシの配布

・Facebookによる情報発信

【区報（５月11日号）の紙面】 【募集チラシ】
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令和元年度の取り組み結果（３）

③都市農業の魅力発信

（３）ファームメイト登録者数およびFacebookフォロワー数

○ファームメイト登録数

平成31年４月１日時点：134人

令和２年３月１日現在：562人

○Facebookフォロワー

平成31年４月１日時点：約370人

令和２年３月１日現在：約560人
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ファームメイト登録者数の推移

区報掲載

サミット

ラベル募集

成 果 PR活動によりファームメイトが大幅に増加
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令和元年度の取り組み結果（４）

④練馬産地域ブランドワインづくり

（１）ワイン用ぶどうの収穫およびワインの醸造作業（令和元年９月）

・収穫および醸造作業を実施

☞今年度は２か所のぶどう畑から赤２種類・白２種類を収穫

☞作業の一部をファームメイト向けのイベントとして実施し、

ぶどうの収穫とワインの醸造体験ができる場を提供

（２）ワインラベルの作成（令和２年１月）

・ラベルデザインをファームメイトから募集し、

オリジナルラベルを作成

☞応募のあった全23作品から２作品を選出
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令和元年度の取り組み結果（４）

④練馬産地域ブランドワインづくり

（３）ねりまワイン2019【赤・白】の完成（令和２年２月）

・命名：「ねりまワイン」

練馬産のぶどうだけで作られていることを伝えたい！

愛着を感じてほしい！

・ワインの種類および使用した品種

赤ワイン ピノタージュ85％ タナ15％ 使用

製造量：フルボトル 13 本 ハーフボトル 5 本

白ワイン リースリング85％ シャルドネ15％ 使用

製造量：フルボトル 35 本 ハーフボトル 5 本

※一般販売は実施せず

成 果
練馬で初となる地域ブランドワイン
「ねりまワイン2019」が完成
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令和元年度の成果

① 安定的な事業運営に向けた仕組みづくり

・ 自社畑の確保

・ 人材育成の土台となる仕組みができた

② ファームメイト活動の充実

・ワインづくりや都市農業に触れる機会を提供

③ 都市農業の魅力発信

・ PR活動によりファームメイトが大幅に増加

④ 練馬産地域ブランドワインづくり

・ 練馬で初となる地域ブランドワイン「ねりまワイン2019」が完成
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令和元年度の課題

① ファームメイトへの情報発信

PR活動の効果もあり、ファームメイトの登録数は大幅に増加したが・・・

☞プロジェクトや都市農業に対する関心を持ち続けてもらうための取組が必要

② 安定的な事業運営に向けて

農地の確保や人材育成の土台となる仕組みはできたが・・・

☞ワインを安定的に生産できる体制が整っていない

☞消費者の手に取ってもらうためにも、「美味しいから」選んでもらうワ

インの開発が必要
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令和２年度の計画

①より「農」が見える情報の発信

・ファームメイトにプロジェクトへの関心を持ち続けてもらうため、Facebook

などで定期的にぶどう畑の様子を発信するなど、より「農」のある風景を

身近に感じてもらえる取組を行っていく

②持続可能な事業運営に向けて

・協働事業終了後も継続的な運営が行えるよう、「ねりまワイン」の収益化に

向けたスキームをつくり、担い手の育成にも力を入れる

・プロジェクトが所有するぶどう畑の管理システムを確立し、安定した量のワ

インを生産できる体制をつくる

・練馬の土に合うぶどうを見極め、練馬ならではの味わいを持つ美味しいワイ

ンの開発を目指す
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令和３年度以降の展望

① 区民の生活に「農」がある風景が根付く！

・ぶどう畑を利用し、マルシェやグルメイベントを開催

・区内の飲食店でも気軽に「ねりまワイン」を味わえる

② プロフェッショナルリーダー養成講座卒業生の活躍

・ぶどう畑の自主管理

・畑作業のリーダー的役割

・ファームメイト向けイベントの運営

18


